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開催日：2011年11月2日（水）

2011年11月2日にアナリスト・機関投資家の方々を対象とした
「2012年3月期 第2四半期 決算説明会」を開催いたしました。
内容につきましては、次ページ以降に掲載しておりますのでご覧ください。

2012年3月期 第2四半期 決算説明会資料
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2012年3月期 第2四半期 決算説明会
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サンワテクノス株式会社
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本資料取扱い上の注意点

・この資料には、当社の将来についての計画や戦略、

業績に関する予想見通しの記述が含まれています。

・これらの記述は、現時点における情報に基づき判断

したものであり、マクロ経済や当社の関連する業界

動向、新たな技術の進展等により変動することが

あり得ます。

・従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる

可能性がありますことをご承知おき下さい。
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2012年3月期 第2四半期決算概要
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2012年3月期 第2四半期連結業績ハイライト

前年同四半期増減率

四半期純利益50.7%増

第2四半期累計期間

過去最高の
営業利益・経常利益・四半期純利益
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連結経営成績（累計）
（単位：百万円）

前第2四半期
累計期間

当第2四半期
累計期間

増減額
前年同四半期

増減率

売上高 40,798 46,088 +5,289 +13.0％

営業利益 1,273 1,846 +573 +45.0％

経常利益 1,276 1,791 +514 +40.3％

四半期純利益 734 1,106 +372 +50.7％

1株当たり
四半期純利益

57.31円 86.38円 ― ―

（主な増減要因）
震災の復興需要を取り込んだことに加え、新第７次中期経営計画（STEP1000）の重点

施策である、成長市場への注力、業務効率化による収益力の向上等の取組みが効果
を上げた。
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■point
・半導体製造関連装置向けのクリーンロボットの販売及び電子部品実装機向けのモータ等の販売が減少。
・スマートフォンの需要増加を背景に有機ＥＬ製造装置向けの真空ロボット等の販売が大幅に増加。
・産業機械業界向けのサーボモータ等の販売も好調に推移。
・太陽光発電システム向けの制御機器などクリ―ンエネルギー関連の需要の兆しも見えてきている。

部門別の概要 【電機部門】

■売上構成比率
（当第2四半期累計期間 ）

■売上高

当第2四半期累計期間 12,750百万円（前期比18.7%増）
当第2四半期会計期間 6,721百万円（前期比11.9%増）
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27.7％
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部門別の概要 【電子部門】

■売上構成比率
（当第2四半期累計期間 ）

■売上高

当第2四半期累計期間 29,596百万円（前期比9.7%増）
当第2四半期会計期間 15,520百万円（前期比11.7%増）

■point
・中国市場向けの産業機械の需要が好調に推移し、インバータ、ロボット、サーボモータ
向けの電子部品の販売が増加。

・外食産業向けの店舗設備用のパソコン、ディスプレイの販売も増加。
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64.2％
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部門別の概要 【機械部門】

■売上構成比率
（当第2四半期累計期間 ）

■売上高

当第2四半期累計期間 3,741百万円（前期比 22.0%増）
当第2四半期会計期間 2,241百万円（前期比 30.7%増）

■point
・産業用ロボットの販売及び有機ＥＬ製造向けの設備部品の販売が大幅に増加。
・一般設備投資も回復の兆し。
・搬送装置等の販売が堅調に推移。

（単位：百万円）■売上推移表（四半期会計期間）

8.1％
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セグメント別の概要
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2011年3月期
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累計期間
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第2四半期
累計期間

日本 32,525 35,553

アジア 6,563 8,625

欧米 911 944

その他 799 964

合計 40,798 46,088

（単位：百万円）

77.1%

18.7%

2.1% 2.1%
日本

アジア

欧米

その他

■売上高推移表

■2012年3月期 第2四半期累計期間セグメント別売上高構成

（単位：百万円）

2011年3月期 第１四半期連結会計期間からセグメント区分を変更しております。
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7% 欧州
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中国
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・・・アメリカ

・・・ヨーロッパ

・・・上海、香港、深圳

・・・シンガポール、台湾、マレーシア、タイ

海外売上構成
（2012年3月期 第2四半期累計）
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受注高・受注残高の推移（連結）
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受注高 45,365 49,329 +3,963 +8.7%
受注残高 15,814 18,151 +2,337 +14.8%
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（2012年3月期第2四半期） 個別 業界別売上高・主要仕入先

17

得意先（業界）
売上高

構成比率

ＦＡ・産業機器 26.3%

半導体・液晶 16.9%

アミューズメント 5.7%

情報・通信 5.1%

ロボット・マウンター 3.1%

自動車 2.7%

社会インフラ 2.0%

工作機械 1.7%

医療機器 1.0%

環境・エネルギー 0.6%

セキュリティ 0.1%

その他 34.8%

仕入先

㈱安川電機

オムロン㈱

安川ブルックスオートメーション㈱

スタンレー電気㈱

ミネベア㈱

TDKラムダ㈱

ケル㈱

フエニツクス・コンタクト㈱

㈱フジクラ

上海サンワテクノス

その他（約1,400社） 約54%
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連結キャッシュ・フロー
（単位：百万円）

当第２四半期 主な要因

営業ＣＦ 683
増加要因： 税金等調整前四半期純利益

仕入債務の増加

減少要因： 売上債権の増加

たな卸資産の増加

法人税等の支払

投資ＣＦ △59 減少要因：投資有価証券の取得

財務ＣＦ △341 減少要因：短期借入金の減少

配当金の支払

現金及び現金同等物

期末残高 3,437 －－－
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配当金の推移（個別）

期 中間 期末 年間 配当性向

０８年３月期 １０円 １０円 ２０円 ３１．７％

０９年３月期 １０円 １０円 ２０円 ―

１０年３月期 １０円 １０円 ２０円 ―

１１年３月期 １０円 １０円 ２０円 ２０．０％

１２年３月期 １０円
１０円
(予想)

２０円
(予想)

１８．３％
(予想)

※当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続するとともに、業績の進展
状況により増配や株式分割などを実施して行くことを基本方針としています。
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2012年3月期 通期業績予想



21

2012年3月期 通期 業績予想について（連結）

前期実績 10/27発表 前期実績比

売 上 高 85,283 94,200 10.5%増

営業利益 2,781 3,200 15.0%増

経常利益 2,875 3,300 14.8%増

当期純利益 1,694 1,950 15.0%増

（単位：百万円）

平成23年5月10日発表の連結及び個別の業績予想から修正を行っておりません。
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（補足）
・12/3期は業績予想数値です。
・緑色のグラフは新第7次中期経営計画（ STEP1000 ）の目標数値です。
・黄色のグラフは12/3期第2四半期累計期間の実績数値です。

連結業績の推移
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86,000
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新第7次中期経営計画（STEP1000）について



24

24

成長市場 商談金額
(2011年2月時点)

商談金額
(2012年8月時点)

クリーンエネルギー分野 約 110億円 約 320億円

省力化分野 約 50億円 約 100億円

介護・医療分野 約 20億円 約 25億円

その他 約 10億円 約 28億円

合計 約 190億円 約 470億円

成長市場をターゲットにした商談（個別）

※上記商談金額には売上計上済の商談も含まれております。

【新第７次中期経営計画（STEP1000）重点施策】

成長市場（クリーンエネルギー等環境事業の分野、ロボット等省力化
の分野、介護・医療分野）への注力による業容の拡大
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25

トピックス
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「電力監視システム」の提供
（節電需要への対応）

・電力モニタ（オムロン製）と自社開発した「データ収集・分析用モニタリングソフト」を
組み合せた「電力監視システム」を提供しております（食品工場への納入実績あり）

・電力を「見える化」し、実際の節電に役立つ製品・ 技術を紹介し、提案型営業を
展開して参ります。

オムロンスマート電力モニタ

KM50-E KM20-B40
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蘇州
深圳
広州
香港

上海メカトロセンター
上海

大連

台北
台南

シンガポール

クアラルンプール

バンコク

サウスカロライナ

シカゴ

杭州

瀋陽・

フランクフルト

中国市場の更なる拡大を見据えて、2011年8月に
海外17拠点目となる瀋陽事務所を開設致しました。
将来的には華北地域（北京、天津）への拠点開設も
視野に入れており、今後も積極的な海外ビジネスを
展開して参ります。

瀋陽事務所開設

連結従業員数 ・・・・・・・・・・・・・・・780名
（内訳）
国内２４拠点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・442名
国内関連会社３社・・・・・・・・・・・・・・75名
海外関連会社９社 （１７拠点） ・・・263名

（2011年9月末現在）

17 大阪支店

18 姫路営業所
10 名古屋支店

12 浜松営業所

13 三河営業所

14 三重営業所

11 名古屋サービスセンター

2 東京サービスセンター

20 九州サービスセンター

1 本社

3 電子営業部・国際部
営業開発部

6 北関東営業所

7 東北営業所

8 沼津営業所

9 長野営業所

事業所所在地

19 福岡支店

21 大分営業所

22 長崎営業所

23 熊本営業所

24 広島営業所

4 東京西支店

5 埼玉西営業所

15 京都支店

16 北陸営業所
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以上のように、高い成長性・収益性・安定性を求め

て、経営に努力してまいりますので、今後も一層の
ご支援を賜りたくお願い申し上げます。


